
各 種 ス ラ イ ド 条 項 に つ い て

○スライドとは
北海道建設工事標準請負契約約款第２２条（いわゆるスライド条項）に規定されており、賃金水準、あるいは物価水準の変動に

より請負代金額が不適当となった場合に、受注者からの請求により請負代金額の増額変更が可能な制度です。

賃金水準、
物価水準の変動 変動の状況

単品スライド
(第22条第5項)

インフレスライド
(第22条第6項)

全体スライド
(第22条第1項～第4項)

○スライドの種類
全体スライド(第22条第1項～第4項)、単品スライド(第22条第5項)、インフレスライド(第22条第6項)

部分払いを行った出来型部分を除く
特定の資材(鋼材類、燃料油、その他工事材料）

残工事量に対する
労務費、材料費、共通仮設費等

急
激

比較的
緩やか 契約締結の日から

１２か月を経過

残工事量に対する
労務費、材料費、共通仮設費等

【条項の趣旨】契約締結の日から12か月を経過した後に賃金水準又は物価水準が変動した場合
【対 象】基準日以降の残工事に対する労務単価、材料単価、機械器具等損料並びに共通仮設費、現場・一般管理費
【受注者の負担】変動前残工事費の1.5%
【変更額算出】スライド額（変更額）＝ 変動額 ― 契約日時点の工事金額 × 1.5%
【再スライド】可能（全体スライド又はインフレスライド適用後、１２か月経過後に適用可能）

原則、２か月以上残っている必要があります
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【条項の趣旨】予期することのできない特別の事情により、工期内に急激なインフレ等が生じ、価格水準が急激に変動した場合
【対 象】基準日以降の残工事量に対する労務単価、材料単価、機械器具等損料並びに共通仮設費、現場・一般管理費
【受注者の負担】対象工事費の1.0％
【変更額算出】スライド額（変更額）＝ 変動額 ― 契約日時点の工事金額 × １%
【再スライド】可能

原則、２か月以上残っている必要があります
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【条項の趣旨】特定の資材の価格が著しい変動を生じた場合
【対 象】部分払いを行った出来形部分を除く特定の資材（鋼材類、燃料油、その他工事材料）
【受注者の負担】対象工事費の1.0％
【変更額算出】スライド額（変更額）＝変動額 ー 対象工事費 × １％
【再スライド】なし（部分払いを行った出来形部分を除いた工期内全ての特定資材が対象のため、再スライドの必要がない）

変更請求から契約金額変更までは一定の協議期間が必
要になります
※従前は原則２ヶ月以上としていたが特例として柔軟
に取り扱う。
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単品スライド
(第22条第5項)

インフレスライド
(第22条第6項)

【お問い合わせ先】
〇請求方法について 各発注機関
〇算出方法について 建設管理課積算管理係 E-mail：gikan.newtec@pref.hokkaido.lg.jp

計画管理課建築技術係 E-mail：kensetsu.kenkei1@pref.Hokkaido.lg.jp
〇制度全般について 建設管理課工事管理係 E-mail：kenjo.kikaku@pref.hokkaido.lg.jp

制度の詳細については
道HPでもご確認いただけます。建設産業応援キャラクター

めぇーぷる https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/ksk/137551.html
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